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北
海
道
民
間
説
話
の
研
究
（
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の
８
）
塚
本
長
蔵
と
口
演
童
話
﹇
研
究
ノ
ー
ト
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阿
部
敏
夫
目
次
は
じ
め
に
第
１
節
塚
本
長
蔵
の
生
涯
第
２
節
北
海
道
の
口
演
童
話
に
つ
い
て
第
３
節
塚
本
長
蔵
の
活
動
第
４
節
塚
本
長
蔵
の
童
話
教
授
細
目
第
５
節
「
塚
本
長
蔵
」
の
民
間
説
話
「
桃
太
郎
」
受
容
ま
と
め
は
じ
め
に
日
本
に
お
け
る
口
演
童
話
活
動
は
、
一
八
九
五
年
（
明
２８
）
厳
谷
小
波
が
、
京
都
の
小
学
校
で
話
を
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
八
九
七
年
岸
辺
福
雄
「
教
室
童
話
」
が
こ
れ
に
続
き
、
次
い
で
一
九
〇
三
年
久
留
島
武
彦
が
、「
お
伽
倶
楽
部
」
を
創
立
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
も
と
に
な
っ
て
「
公
開
お
話
会
」
の
発
足
と
な
り
、
全
国
巡
回
口
演
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
注
１
）。
北
海
道
に
お
け
る
口
演
童
話
活
動
に
つ
い
て
は
、
内
山
憲
尚
・
坪
谷
京
子
・
小
み
お
じ
野
三
男
治
諸
氏
の
論
考
と
塚
本
長
蔵
１
周
忌
追
悼
集
等
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
活
動
内
容
・
口
演
童
話
の
意
図
と
口
演
内
容
そ
の
影
響
に
つ
い
て
、
本
格
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
論
考
は
管
見
す
る
と
こ
ろ
な
い
（
注
２
）。
そ
の
北
海
道
の
口
演
童
話
研
究
の
手
掛
か
り
と
し
て
、
今
回
は
比
較
的
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
塚
本
長
蔵
（
生
涯
、
活
動
、
童
話
教
授
細
目
、
民
間
説
話
受
容
な
ど
に
）
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
し
た
。
第
１
節
塚
本
長
蔵
の
生
涯
塚
本
長
蔵
の
生
涯
に
関
す
る
資
料
は
、
下
記
の
資
料
Ⅰ
、
Ⅱ
で
あ
る
。
資
料
Ⅰ
「
塚
本
長
蔵
年
譜
」
（
塚
本
長
蔵
追
悼
刊
行
委
員
会
編
『
塚
本
長
蔵
追
悼
一
九
八
二
年
（
昭
５７
）
一
周
忌
に
あ
た
っ
て
』
３２
ｐ
よ
り
）
・
明
治
３９
年
７
月
１０
日
留
萌
町
大
字
留
萌
村
一
線
四
番
に
て
、
父
栄
蔵
母
こ
よ
の
次
男
と
し
て
誕
生
・
大
正
９
年
３
月
上
川
郡
下
川
村
上
名
寄
尋
常
小
学
校
卒
業
・
大
正
１１
年
３
月
上
川
郡
下
川
尋
常
高
等
小
学
校
準
訓
導
キ
ー
ワ
ー
ド：
塚
本
長
蔵
口
演
童
話
奇
味
談
語
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・
大
正
１２
年
４
月
札
幌
師
範
学
校
本
科
第
一
部
入
学
・
昭
和
２
年
３
月
同
校
卒
業
・
昭
和
２
年
４
月
上
川
郡
愛
別
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
・
昭
和
５
年
３
月
札
幌
市
山
鼻
尋
常
高
等
小
学
校
訓
導
・
昭
和
７
月
３
日
林
み
さ
を
と
結
婚
・
昭
和
１３
年
８
月
長
男
章
人
誕
生
・
昭
和
１５
年
２
月
長
女
紀
子
誕
生
・
昭
和
２０
年
３
月
札
幌
市
山
鼻
国
民
学
校
退
職
・
昭
和
２０
年
６
月
江
別
市
日
藤
商
事
勤
務
・
社
会
教
育
活
動
に
入
る
・
昭
和
２１
年
１
月
「
明
朗
学
校
」
出
版
・
昭
和
２１
年
６
月
「
笑
ふ
昔
噺
」
エ
ル
ム
社
・
昭
和
２２
年
６
月
「
ユ
ー
モ
ア
学
校
」
新
日
本
文
化
協
会
・
昭
和
２３
年
１
月
「
小
使
さ
ん
の
日
記
」
出
版
・
昭
和
２４
年
３
月
「
さ
か
さ
ま
人
間
学
」
出
版
・
昭
和
２５
年
１
月
「
落
語
人
間
学
」
出
版
・
昭
和
２９
年
４
月
藤
女
子
短
期
大
学
助
教
授
（
保
育
科
）
・
昭
和
３０
年
２
月
「
青
年
弁
論
読
本
」
出
版
・
昭
和
４５
年
１１
月
「
奇
味
談
語
」
出
版
・
昭
和
４７
年
２
月
講
演
よ
り
帰
宅
後
体
調
急
変
・
南
札
幌
病
院
に
入
院
（
脳
軟
化
症
の
診
断
、
旬
日
後
希
望
し
て
退
院
・
昭
和
４７
年
５
月
南
札
幌
病
院
に
再
入
院
、
一
時
重
態
・
昭
和
４８
年
１
月
在
院
中
に
「
斜
蟹
説
法
」
出
版
・
昭
和
４８
年
９
月
同
じ
く
「
童
話
北
海
道
」
出
版
・
昭
和
４９
年
８
月
在
院
二
年
半
を
経
過
し
て
退
院
、
ふ
た
た
び
執
筆
活
動
を
は
じ
め
た
が
、
や
が
て
視
力
が
衰
え
だ
す
・
昭
和
５６
年
１０
月
１１
日
家
の
中
で
転
倒
、
札
幌
脳
神
経
外
科
病
院
に
入
院
、
昏
睡
状
態
が
つ
づ
く
・
昭
和
５６
年
１０
月
１９
日
逝
去
・
昭
和
５６
年
１０
月
２２
日
告
別
式
、
法
名
「
開
蔵
院
釈
豊
徳
」
資
料
Ⅱ
「
塚
本
長
蔵
つ
か
も
と
ち
ょ
う
ぞ
う
」
（
大
井
源
一
郎
一
九
九
三
、
大
阪
国
際
児
童
文
学
館
編
『
日
本
児
童
文
学
大
辞
典
』
第
１
巻
大
日
本
図
書
株
式
会
社
４８４
ｐ
よ
り
）
一
九
〇
六
年
（
明
３９
）
年
７
月
１０
日
〜
八
一
年
（
昭
５６
）
年
１０
月
１９
日
。
口
演
童
話
家
。
留
萌
市
生
ま
れ
。
札
幌
師
範
学
校
本
科
卒
。
札
幌
市
内
の
山
鼻
小
学
校
に
勤
務
。
そ
の
間
に
札
幌
放
送
局
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
子
供
会
主
宰
。
戦
後
藤
女
子
短
期
大
学
勤
務
の
か
た
わ
ら
社
会
教
育
家
、
童
話
家
と
し
て
各
地
で
口
演
。
学
生
時
代
「
青
い
鳥
の
会
」（
２４
）
結
成
、
の
ち
に
口
演
童
話
の
会
「
札
幌
童
話
会
」（
２９
）
結
成
、
三
浦
一
、
小
野
三
男
治
ら
と
活
躍
。
著
書
に
『
明
朗
学
校
』
（
４６
）『
小
使
い
さ
ん
の
日
記
』（
４６
）『
ユ
ー
モ
ア
学
校
』（
４７
）『
奇
味
談
語
』
（
７１
）
塚
本
長
蔵
は
、
一
九
二
七
（
昭
２
）
札
幌
師
範
学
校
本
科
卒
業
後
、
愛
別
・
札
幌
で
小
学
校
訓
導
と
し
て
一
九
四
五
年
（
昭
２０
３
）
ま
で
勤
務
し
て
い
る
。
一
九
二
二
年
（
大
１１
）
下
川
準
訓
導
、
師
範
学
校
在
学
を
加
味
す
る
と
教
育
機
関
に
２３
年
間
関
与
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
間
札
幌
放
送
局
・
寺
院
で
の
子
供
会
活
動
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
塚
本
長
蔵
が
本
格
的
に
「
口
演
童
話
」
に
関
わ
る
の
は
太
平
洋
戦
争
後
で
あ
る
（
注
３
）。
一
九
四
五
年
（
昭
２０
）
か
ら
、「
口
演
童
話
」
家
と
し
て
一
九
八
一
年
（
昭
５６
）
ま
で
活
躍
し
た
。
そ
の
間
３６
年
に
な
る
。
戦
前
と
合
わ
せ
る
と
５９
年
に
な
る
。
塚
本
長
蔵
の
全
生
涯
が
「
口
演
童
話
」
の
創
作
、
普
及
等
に
関
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
二
）
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一
九
五
二
年
（
昭
２７
）
４
月
藤
女
子
短
期
大
学
保
育
科
「
言
語
」
科
目
担
当
非
常
勤
講
師
と
し
て
就
任
し
（
注
４
）、
一
九
七
一
年
（
昭
４６
）
３
月
退
任
迄
同
大
学
に
勤
務
し
た
。
同
時
に
、
北
海
道
内
全
域
を
口
演
童
話
・
講
演
活
動
等
を
行
っ
た
。
ま
た
活
躍
の
場
も
広
く
（
寺
院
・
学
校
・
社
会
教
育
施
設
等
で
）、
多
数
の
著
書
（
注
５
）
も
刊
行
し
た
。
上
記
の
よ
う
に
塚
本
長
蔵
は
昭
和
期
の
北
海
道
文
化
形
成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
第
２
節
北
海
道
の
口
演
童
話
に
つ
い
て
以
下
の
資
料
Ⅰ
、
Ⅱ
か
ら
そ
の
概
観
を
探
る
こ
と
が
出
来
る
。
資
料
Ⅰ

「
口
演
童
話
・
童
話
会
」
（
坪
谷
京
子
昭
和
５４
年
４
月
「
児
童
文
化
の
足
あ
と
１

口
演
童
話
・
童
話
会
・
紙
芝
居
」、
に
れ
の
樹
の
会
編
『
北
海
道
の
児
童
文
学
』
北
海
道
新
聞
社
、
１１６－
１１８
ｐ
ｐ
よ
り
）
北
海
道
に
お
い
て
は
、
大
正
六
、
七
年
の
頃
、
小
樽
で
、
石
島
正
人
（
望
峰
）
を
中
心
と
す
る
「
グ
リ
ム
童
話
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
中
村
、
石
橋
、
由
利
な
ど
の
人
々
が
活
動
を
始
め
て
い
た
。
札
幌
で
は
大
正
八
年
、
札
幌
の
師
範
学
校
の
学
生
た
ち
で
童
話
会
を
発
足
し
、
名
前
を
「
桃
太
郎
会
」
と
し
た
。
指
導
者
は
飯
田
広
太
郎
、
佐
藤
義
清
、
前
田
一
郎
な
ど
の
面
々
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
多
田
金
市
、
野
呂
襄
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
桃
太
郎
会
」
の
誕
生
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
同
じ
こ
の
大
正
八
年
に
、
東
京
か
ら
久
留
島
武
彦
が
巡
回
口
演
で
来
札
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
桃
太
郎
会
」
は
こ
の
後
、
大
正
十
三
年
に
「
桃
太
郎
会
」
と
「
青
い
鳥
」
の
二
つ
に
分
か
れ
た
が
、
昭
和
四
年
に
は
再
び
合
併
し
て
「
札
幌
童
話
会
」
と
な
り
、
戦
後
は
「
銀
の
舟
童
話
会
」
と
改
名
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
桃
太
郎
会
」
が
大
正
十
三
年
に
「
桃
太
郎
会
」
と
「
青
い
鳥
」
の
二
つ
に
分
か
れ
た
時
、
民
間
に
は
「
七
つ
星
童
話
会
」（
田
中
政
之
）
や
「
札
幌
子
ど
も
の
友
会
」（
塚
本
長
蔵
）
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
昭
和
初
頭
に
は
「
ア
カ
シ
ア
お
伽
会
」（
長
内
明
）
な
ど
も
誕
生
し
た
。
マ
マ
１
終
戦
後
、
各
師
範
学
校
は
教
育
（
注：
学
芸
）
大
と
名
前
が
変
わ
り
、
札
幌
マ
マ
師
範
学
校
も
、
教
育
大
札
幌
分
校
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
「
札
師
童
話
会
」
が
「
銀
の
舟
童
話
会
」
と
名
前
が
変
わ
っ
た
、
内
容
は
そ
の
ま
ま
で
活
動
を
続
け
マ
マ
た
。
他
の
師
範
学
校
も
同
様
で
、
教
育
大
函
館
分
校
は
「
赤
い
鳥
童
話
会
」、
旭
川
分
校
は
「
小
熊
童
話
会
」、
釧
路
分
校
は
「
ま
り
も
童
話
会
」、
岩
見
沢
分
校
も
ま
た
童
話
会
を
作
る
な
ど
、
学
生
に
よ
る
童
話
会
が
大
い
に
活
躍
し
た
の
で
あ
る
。
童
話
会
の
内
容
も
だ
ん
だ
ん
と
多
彩
に
な
り
、
戦
前
は
口
演
童
話
や
紙
芝
居
に
、
児
童
劇
や
舞
踏
も
加
わ
り
、
幻
燈
や
ク
イ
ズ
な
ど
ま
で
ま
じ
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
楽
し
ま
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
戦
後
は
こ
れ
に
人
形
劇
や
シ
ル
エ
ッ
ト
が
加
わ
っ
て
、
子
ど
も
の
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
発
展
の
中
で
、
戦
前
、
戦
後
を
通
し
て
、
口
演
童
話
実
演
者
と
し
て
は
、
塚
本
長
蔵
、
小
野
三
勇
治
、
三
浦
一
な
ど
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
特
に
、
塚
本
長
蔵
、
小
野
三
勇
治
の
二
人
は
口
演
童
話
一
筋
に
生
き
、
現
在
で
も
ま
だ
口
演
童
話
を
続
け
て
い
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
残
念
な
事
に
、
塚
本
長
蔵
は
、
近
年
病
に
お
か
さ
れ
、
口
演
を
断
念
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
、
塚
本
長
蔵
と
小
野
三
勇
治
の
口
演
の
特
徴
を
、
昭
和
初
期
の
頃
、
当
時
の
庁
立
札
幌
高
女
の
江
原
校
長
が

塚
本
は
落
語
調
で
軽
妙

脱
、
小
野
は
講
演
調
で
謹
厳
華
麗

と
評
し
た
と
言
う
話
で
あ
る
が
、
ラ
ジ
オ
も
テ
レ
ビ
も
な
い
時
代
に
は
、
こ
う
し
た
口
演
童
話
は
特
に
僻
地
の
子
ど
も
た
ち
に
も
、
大
人
に
も
大
い
に
歓
迎
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
（
三
）
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こ
の
他
、
戦
前
の
函
館
に
は
「
お
て
ん
と
さ
ん
童
話
会
」
と
い
う
の
が
あ
り
、
海
老
名
礼
太
な
ど
が
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
。
童
話
会
は
そ
の
性
格
上
、
内
容
や
、
指
導
者
や
、
経
済
問
題
や
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
む
ず
か
し
い
所
が
あ
り
、
各
地
ど
こ
で
も
長
続
き
は
む
ず
か
し
い
よ
う
で
あ
る
。
札
幌
に
お
い
て
も
、
童
話
会
の
変
遷
が
多
く
、
色
々
な
会
が
生
ま
れ
て
は
消
え
て
い
る
。
ひ
と
と
き
盛
ん
で
あ
っ
た
「
子
ど
も
の
友
会
」（
塚
本
長
蔵
）
も
い
つ
し
か
消
え
て
い
た
。
そ
こ
で
昭
和
二
十
二
年
三
月
に
、
小
野
三
勇
治
が
新
し
く
「
第
二
次
子
ど
も
の
友
会
」
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
三
浦
一
は
同
じ
頃
「
北
海
道
児
童
文
化
会
」
を
作
っ
た
。
ど
ち
ら
も
、
そ
の
名
前
だ
け
は
現
在
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
殆
ど
活
動
は
し
て
い
な
い
。
そ
の
ほ
か
旭
川
で
は
、
佐
々
木
明
や
佐
藤
秀
昌
が
「
旭
川
童
話
会
」
を
作
り
、
ま
た
、
釧
路
の
坂
本
亮
、
女
満
別
の
小
鮒
寛
、
十
勝
大
津
の
横
山
真
、
な
ど
を
中
心
と
す
る
「
北
海
道
綴
方
連
盟
」
の
活
躍
の
中
に
「
紙
芝
居
実
演
活
動
」
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
資
料
Ⅱ

（
小
野
三
男
治
一
九
七
九
「
札
幌
の
初
期
児
童
文
化
運
動
と
私
」、
に
れ
の
樹
の
会
編
『
北
海
道
の
児
童
文
学
』
北
海
道
新
聞
社
、
２１２－
２１５
ｐ
ｐ
よ
り
）
大
正
八
年
、
将
来
教
員
に
な
る
た
め
に
と
、
札
幌
師
範
の
附
属
小
学
校
高
等
科
三
年
に
入
学
し
た
が
、
こ
の
年
は
札
幌
の
、
い
や
北
海
道
の
口
演
童
話
界
に
と
っ
て
は
忘
れ
ら
れ
な
い
年
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
当
時
日
本
一
の
童
話
家
と
い
わ
れ
た
、
久
留
島
武
彦
先
生
が
来
道
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
札
幌
師
範
学
校
に
、
実
演
童
話
団
体
と
し
て
桃
太
郎
会
が
誕
生
し
た
か
ら
だ
。
翌
年
、
師
範
学
校
に
入
学
で
き
た
私
は
、
学
業
よ
り
も
、
教
員
に
な
る
た
め
に
、
本
格
的
な
お
噺
の
仕
方
を
身
に
つ
け
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
夏
、
帰
郷
し
て
き
た
東
京
の
叔
父
（
当
時
東
京
帝
室
博
物
館
学
芸
部
勤
務
）
が
、
交
際
の
広
い
人
で
、
私
の
希
望
を
き
き
、
つ
て
は
い
く
ら
で
も
あ
る
か
ら
、
何
時
で
も
出
て
こ
い
と
励
ま
し
て
く
れ
た
。
好
機
は
す
ぐ
来
た
。
二
学
期
早
々
学
校
の
開
校
記
念
相
撲
大
会
に
選
手
と
し
て
出
場
し
た
私
は
、
手
首
を
骨
折
し
た
。
怪
我
は
大
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
口
実
に
休
学
、
す
ぐ
上
京
し
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
、
偶
然
会
っ
た
禅
宗
の
僧
侶
に
、
お
噺
の
勉
強
は
心
の
修
業
と
、
大
衆
話
術
の
研
究
に
あ
る
と
さ
と
さ
れ
、
参
禅
と
、
童
話
を
中
心
と
し
た
説
教
、
講
談
、
落
語
な
ど
の
勉
強
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
私
だ
が
、
大
正
十
二
年
春
、
母
校
か
ら
戻
っ
て
き
た
ら
と
す
す
め
ら
れ
、
ち
と
道
草
を
喰
い
す
ぎ
た
と
気
づ
い
て
ま
た
学
生
生
活
に
戻
っ
た
が
、
身
に
つ
け
た
話
術
と
、
桃
太
郎
会
責
任
者
が
入
学
同
期
の
連
中
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
会
員
に
迎
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
は
、
札
幌
で
子
供
の
た
め
の
文
化
活
動
が
盛
ん
に
な
っ
た
時
で
、
私
を
復
校
さ
せ
た
師
範
の
先
生
が
西
本
願
寺
の
有
力
な
檀
家
だ
っ
た
た
め
に
、
日
曜
学
校
の
手
伝
い
を
お
し
つ
け
ら
れ
た
り
、
北
海
タ
イ
ム
ス
の
記
者
で
、
子
供
雑
誌
『
七
つ
星
』
を
独
力
で
出
し
て
い
た
田
中
政
之
さ
ん
が
、
新
た
に
七
つ
星
童
話
会
と
い
う
実
演
団
体
を
つ
く
り
、
私
は
、
多
田
金
市
、
加
清
保
、
岩
城
武
夫
、
伊
藤
博
美
な
ど
と
い
う
先
輩
の
先
生
方
と
共
に
参
加
さ
せ
ら
れ
た
。
坪
谷
京
子
・
小
野
三
男
治
両
氏
の
文
章
か
ら
塚
本
長
蔵
が
活
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
的
背
景
が
わ
か
る
。
ま
た
、
教
師
と
し
て
積
極
的
に
口
演
童
話
活
動
に
関
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（
四
）
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第
３
節
塚
本
長
蔵
の
活
動
一
九
八
二
年
（
昭
５７
）
１０
月
発
行
『
塚
本
長
蔵
追
悼
一
周
忌
に
あ
た
っ
て
』
こ
ふ
な
会
刊
行
委
員
会
』
か
ら
、
そ
の
活
動
（
人
物
像
を
含
め
て
）
に
つ
い
て
５
名
の
手
記
を
通
し
て
紹
介
し
た
い
。
①
塚
本
君
を
偲
ぶ
落
合
敏
雄
（
同
期
生
）
塚
本
君
と
言
え
ば
、
眼
鏡
を
掛
け
た
丸
顔
の
や
さ
し
い
笑
顔
が
す
ぐ
目
に
浮
か
ぶ
。
そ
れ
だ
け
私
達
の
忘
れ
ら
れ
な
い
、
お
話
の
う
ま
い
、
落
語
の
上
手
な
、
私
達
を
笑
わ
せ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
塚
本
君
で
あ
る
。
塚
本
君
と
私
の
最
初
の
出
会
い
は
、
札
幌
師
範
受
験
の
時
で
、
受
験
地
旭
川
の
旅
館
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
古
屋
英
松
君
も
同
宿
で
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
札
幌
師
範
で
は
二
年
か
ら
卒
業
迄
の
三
年
間
同
じ
甲
組
、
君
は
副
級
長
と
し
て
級
長
小
野
三
男
治
君
を
助
け
て
級
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
。
二
年
生
の
頃
既
に
君
は
話
術
に
関
心
深
く
、
弁
論
部
員
と
し
て
活
躍
し
、
又
当
時
有
名
で
あ
っ
た
久
留
島
武
彦
氏
の
指
導
を
受
け
童
話
が
上
手
で
あ
っ
た
。
君
は
才
能
に
恵
ま
れ
音
楽
に
も
優
れ
て
い
た
が
、
又
、
落
語
に
も
造
詣
が
深
く
、
自
ら
塚
長
亭
跳
馬
と
名
乗
り
、
時
に
教
室
で
も
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
希
望
で
、
俄
か
仕
立
て
の
高
座
で
、
落
語
家
の
手
振
り
口
振
り
よ
ろ
し
く
皆
を
笑
わ
し
て
く
れ
た
。
二
年
生
の
時
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
私
は
君
と
一
緒
に
狸
小
路
の
帝
国
座
に
、
東
京
か
ら
の
落
語
家
の
口
演
を
聞
き
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
出
演
者
の
名
等
は
忘
れ
た
が
、
丁
度
札
幌
祭
の
時
で
、
場
内
が
混
む
の
を
予
想
し
て
か
、
座
員
が
舞
台
の
上
か
ら
大
声
で
「
皆
さ
あ
ん
、
年
に
一
度
の
お
祭
り
で
す
か
ら
前
へ
詰
め
て
下
さ
あ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
た
。
年
に
一
度
の
お
祭
り
だ
か
ら
前
へ
詰
め
ろ
と
は
ど
う
い
う
理
屈
だ
と
君
が
言
い
、
二
人
で
笑
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
校
内
の
弁
論
大
会
で
、
或
は
青
い
鳥
会
と
い
う
子
供
に
お
話
を
聞
か
せ
る
会
等
で
、
君
の
話
術
が
益
々
洗
練
さ
れ
て
行
く
の
を
見
た
。
卒
業
し
て
か
ら
も
君
は
お
話
の
先
生
と
し
て
有
名
に
な
り
、
や
が
て
全
道
各
地
か
ら
招
か
れ
講
演
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
終
戦
間
も
な
い
頃
だ
と
思
う
が
、
私
が
富
良
野
に
在
住
し
て
い
る
時
、
富
良
野
小
学
校
を
会
場
と
し
て
塚
本
君
の
講
演
会
が
あ
り
、
私
も
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
中
々
堂
の
入
っ
た
お
話
ぶ
り
で
感
心
し
た
。
そ
し
て
そ
の
君
が
私
の
家
に
立
寄
っ
て
く
れ
、
一
泊
し
て
く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
君
は
後
に
教
職
を
退
い
て
専
ら
童
話
や
講
演
に
力
を
入
れ
、
各
地
を
廻
ら
れ
た
こ
と
、
又
君
は
昭
和
三
十
年
藤
女
子
短
期
大
助
教
授
に
な
り
話
方
の
指
導
に
当
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
。
こ
の
様
に
全
道
的
に
活
躍
さ
れ
た
君
だ
っ
た
が
、
後
年
は
か
ら
ず
も
脳
軟
化
症
で
倒
れ
た
。
そ
の
後
君
の
努
力
で
奇
蹟
的
に
回
復
し
、
同
期
会
に
出
ら
れ
る
程
に
な
り
私
達
も
喜
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
不
幸
に
も
病
革
ま
り
遂
に
不
帰
の
客
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。
茲
に
往
時
を
追
想
し
、
心
か
ら
君
の
御
冥
福
を
祈
る
。
②
長
さ
ん
と
青
い
鳥
吉
岡
栄
（
同
期
生
）
俺
は
何
も
出
来
な
い
、
せ
め
て
子
供
の
青
い
鳥
に
で
も
と
い
っ
て
間
も
な
く
、
青
い
鳥
童
話
会
を
結
成
し
た
。
既
に
桃
太
郎
童
話
会
も
あ
っ
た
が
、
長
さ
ん
企
画
の
こ
の
会
は
童
謡
も
児
童
劇
も
入
れ
ら
れ
、
長
さ
ん
自
身
の
舌
切
雀
や
二
人
浦
島
の
劇
に
感
動
し
た
同
志
有
志
が
多
数
参
加
活
躍
し
盛
会
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
札
幌
に
転
じ
る
や
市
内
の
先
生
有
志
を
募
っ
て
札
幌
童
話
会
を
結
成
、
土
曜
日
の
午
後
に
は
ど
こ
か
の
学
校
で
童
話
会
が
持
た
れ
、
ま
た
子
供
の
友
会
を
創
り
、
公
会
堂
や
時
計
台
等
で
演
出
。
放
送
局
の
子
供
の
時
間
に
は
会
員
交
互
で
放
送
。
紙
芝
居
の
研
究
ま
で
も
組
織
し
た
、
長
さ
ん
の
青
い
鳥
は
大
き
く
羽
ば
た
き
つ
づ
け
た
。
退
社
後
は
社
会
教
育
家
と
し
て
活
躍
、
仏
心
の
篤
い
長
さ
ん
は
、
各
地
の
寺
の
（
五
）
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報
恩
講
等
に
招
請
さ
れ
、
善
男
善
女
老
人
達
を
喜
ば
せ
る
一
方
、
文
筆
に
も
優
れ
、
教
育
問
題
を
人
間
味
豊
か
に
書
い
た
ユ
ー
モ
ア
学
校
な
ど
、
当
時
の
教
育
界
に
大
好
評
だ
っ
た
。
③
畏
友
塚
長
さ
ん
を
憶
う
宇
高
隆
輔
（
同
期
生
）
彼
は
弁
論
の
雄
で
あ
り
、
実
演
童
話
の
研
究
に
お
い
て
も
、
在
学
中
か
ら
青
い
鳥
童
話
会
を
主
宰
す
る
な
ど
し
て
、
広
く
社
会
的
に
も
活
動
し
た
。
こ
れ
は
ま
た
児
童
劇
の
研
究
と
な
り
、
児
童
劇
の
創
作
脚
色
、
演
出
な
ど
に
卓
抜
し
た
才
能
を
発
揮
し
た
。
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
コ
ド
モ
グ
ル
ー
プ
と
い
う
児
童
劇
団
を
組
織
し
、
札
幌
放
送
局
専
属
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
彼
が
昭
和
の
は
じ
め
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
が
放
送
し
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
彼
に
は
ユ
ー
モ
ア
を
主
題
に
し
た
多
数
の
著
作
が
あ
る
。
そ
の
取
材
の
範
囲
の
広
さ
、
宗
教
、
哲
学
か
ら
、
故
事
、
川
柳
、
奇
談
、
珍
談
と
、
そ
の
読
書
の
広
汎
、
博
覧
強
記
、
人
生
経
験
の
深
遠
に
敬
服
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
常
に
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
帳
を
し
の
ば
せ
、
市
井
の
雑
事
な
ど
見
聞
き
し
て
、
心
に
ふ
れ
る
も
の
は
即
刻
メ
モ
し
、
後
日
の
種
に
す
る
と
も
語
っ
た
。
ま
た
玄
人
の
域
と
思
え
る
落
語
の
修
得
に
つ
い
て
は
、
学
生
時
代
か
ら
読
書
は
も
と
よ
り
、
帝
国
館
や
札
幌
劇
場
に
落
語
の
席
が
か
か
れ
ば
、
必
ず
入
場
し
て
、
ダ
ル
マ
マ
ン
ト
を
頭
か
ら
か
ぶ
り
、
口
演
を
ノ
ー
ト
し
て
要
領
の
会
得
に
努
め
た
と
も
聞
い
た
。
天
分
も
あ
っ
た
が
ま
た
努
力
の
人
で
あ
っ
た
。
④
塚
本
君
の
文
化
活
動
津
田
甫
（
同
期
生
）
私
達
が
二
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
「
青
い
鳥
童
話
会
」
を
組
織
し
た
。
そ
れ
ま
で
師
範
学
校
に
は
「
桃
太
郎
童
話
会
」
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
新
し
い
児
童
文
化
を
進
め
る
た
め
、
こ
の
会
を
誕
生
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
私
も
誘
は
れ
て
そ
れ
に
入
る
こ
と
に
し
た
が
、
ほ
か
に
喜
多
君
、
古
屋
君
、
中
野
君
、
一
年
下
で
は
三
浦
君
な
ど
が
い
た
。
こ
の
人
た
ち
と
塚
本
君
の
５
名
は
す
で
に
故
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
私
に
は
彼
等
の
思
い
出
が
懐
し
い
幻
と
な
っ
て
浮
ん
で
く
る
。「
桃
太
郎
童
話
会
」
を
や
っ
て
い
た
小
野
三
男
治
君
も
す
で
に
な
い
。
数
年
前
先
輩
の
水
沼
与
一
郎
先
生
と
み
ん
な
と
一
度
会
合
し
た
い
と
話
し
合
っ
た
が
今
と
な
っ
て
は
す
で
に
む
な
し
い
。
「
青
い
鳥
童
話
会
」
で
は
よ
く
学
校
巡
演
を
や
っ
た
。
童
話
は
塚
本
君
を
中
心
に
喜
多
君
・
古
屋
君
で
、
対
話
劇
は
こ
の
三
人
が
や
り
、
中
野
君
（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）
と
私
（
ピ
ア
ノ
或
は
オ
ル
ガ
ン
）
が
伴
奏
し
た
。
帰
っ
て
か
ら
は
塚
本
君
の
下
宿
で
よ
く
反
省
会
を
や
っ
た
。
若
気
の
い
た
り
で
、
学
校
を
無
断
で
欠
席
し
て
学
校
公
演
を
や
り
、
一
網
打
尽
捕
え
ら
れ
処
分
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
。
卒
業
し
て
彼
は
下
川
小
学
校
へ
、
私
は
上
磯
小
学
校
へ
と
南
北
に
別
れ
て
就
職
し
た
が
、
二
年
後
彼
も
私
も
札
幌
へ
就
任
し
た
。
そ
の
頃
は
ラ
ジ
オ
が
も
う
放
送
さ
れ
て
い
て
、
放
送
局
は
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
部
こ
ち
ら
で
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
塚
本
君
は
そ
の
音
楽
的
な
器
用
さ
で
、
毎
朝
ラ
ジ
オ
体
操
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
た
が
、
朝
が
早
い
の
に
よ
く
続
い
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
何
と
い
っ
て
も
そ
の
真
髄
は
児
童
劇
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｋ
児
童
劇
団
の
指
導
者
と
し
て
大
活
躍
を
し
た
。
私
は
Ｉ
Ｋ
唱
歌
隊
の
指
揮
者
と
し
、
又
Ｉ
Ｋ
サ
ロ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
も
し
て
い
た
の
で
、
児
童
劇
に
は
伴
奏
者
と
し
て
共
演
し
た
。
⑤
青
い
鳥
童
話
会
と
塚
本
長
蔵
さ
ん
―
故
三
浦
一
君
に
代
っ
て
―
佐
藤
光
吉
（
同
窓
後
輩
）
当
時
塚
本
長
蔵
さ
ん
は
札
幌
師
範
の
弁
論
部
の
主
将
で
、
全
道
の
弁
論
大
会
に
優
勝
し
た
。
そ
の
塚
長
さ
ん
が
、
青
い
鳥
童
話
会
を
創
設
し
た
。
札
幌
師
範
に
は
古
い
伝
統
を
持
つ
桃
太
郎
会
が
あ
っ
た
。
何
故
に
別
派
の
青
い
鳥
を
創
始
す
る
に
（
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至
っ
た
か
、
当
時
の
事
情
は
私
は
知
ら
な
い
。
恐
ら
く
自
由
な
発
表
の
場
を
欲
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
音
楽
部
の
中
野
さ
ん
剣
道
部
の
古
屋
さ
ん
色
々
な
人
が
仲
間
に
な
っ
た
。
話
術
の
本
流
を
求
め
る
な
ら
ば
桃
太
郎
会
は
活
弁
調
で
塚
長
さ
ん
は
落
語
に
そ
の
拠
点
を
求
め
た
。
厚
い
眼
鏡
を
か
け
、
丸
々
と
小
肥
り
の
塚
長
さ
ん
が
口
演
す
る
『
戦
場
の
小
鳥
』
に
は
、
勇
壮
な
戦
場
に
小
鳥
の
巣
が
あ
っ
て
、
チ
チ
チ
ッ
と
啼
く
無
心
の
小
鳥
に
注
ぐ
兵
士
の
愛
情
に
思
は
ず
ホ
ロ
リ
と
さ
せ
ら
れ
る
話
術
の
機
微
を
つ
か
ん
で
絶
妙
の
も
の
が
あ
っ
た
。
童
話
口
演
に
志
す
誰
彼
も
が
東
京
高
師
大
塚
講
和
会
の
編
ん
だ

実
演
童
話
集

に
吸
い
寄
せ
ら
れ
た
。
童
話
の
集
い
に
音
楽
を
そ
し
て
童
謡
を
童
謡
舞
踊
を
締
め
く
く
り
に
童
話
劇
を
と
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
塚
長
さ
ん
の
独
壇
場
で
あ
っ
た
と
覚
え
て
い
る
。
札
幌
子
供
の
友
会
な
る
も
の
が
あ
っ
て
、
大
き
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
得
て
い
た
。
放
送
局
、
新
聞
社
、
百
貨
店
等
の
有
志
で
、
行
事
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
素
晴
し
い
色
刷
り
で
、
丸
井
の
マ
ー
ク
が
鮮
明
に
印
刷
さ
れ
て
あ
っ
た
。
因
み
に
筆
者
は
同
級
三
浦
一
の
勧
誘
に
依
る
も
の
で
、
青
い
鳥
が
ど
の
様
な
メ
ン
バ
ー
か
、
或
い
は
ど
の
様
な
構
成
で
あ
っ
た
か
を
確
か
め
て
も
居
な
い
。
当
時
仏
教
日
曜
学
校
が
市
内
に
い
く
つ
か
あ
っ
て
、
童
話
口
演
を
志
す
者
は
、
何
処
か
の
日
曜
学
校
に
所
属
し
た
。
塚
長
さ
ん
は
豊
平
の
経
王
寺
、
吉
岡
、
沢
内
の
両
先
輩
は
北
八
条
信
行
寺
、
私
も
そ
の
一
人
で
、
教
師
待
遇
の
居
候
で
あ
っ
た
。
塚
長
さ
ん
は
音
楽
に
も
長
じ
劇
作
な
ど
を
得
意
と
し
た
。
豊
平
で
親
鸞
劇
を
上
演
す
る
と
て
そ
の
背
景
を
描
く
様
に
依
頼
を
う
け
、
下
宿
の
部
屋
一
ぱ
い
に
紙
を
拡
げ
徹
夜
し
て
画
き
あ
げ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
絵
具
１
函
を
御
礼
に
貰
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
赤
や
青
の
セ
ル
ロ
イ
ド
に
電
気
光
線
で
舞
台
を
証
明
す
れ
ば
下
手
な
絵
も
荒
野
原
に
見
え
て
ど
う
に
か
役
に
立
っ
た
か
に
感
覚
し
て
い
る
。
時
に
武
者
修
行
と
称
し
近
郊
の
小
学
校
に
押
し
か
け
、
童
話
や
寸
劇
を
上
演
し
て
喜
ん
で
貰
っ
た
。
御
礼
金
を
固
辞
し
て
、
月
寒
餡
ぱ
ん
を
大
き
な
箱
に
一
杯
貰
っ
て
食
べ
切
れ
ず
に
下
宿
ま
で
持
帰
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
塚
長
さ
ん
は
お
得
意
の
ピ
ア
ノ
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
伴
奏
者
と
し
て
、
長
く
Ｉ
Ｋ
ス
タ
ジ
オ
に
通
っ
た
。
教
職
を
辞
し
て
後
、
本
格
的
に
社
会
教
育
の
講
演
者
と
し
て
、
全
道
を
か
け
巡
り
、
話
術
に
か
け
て
は
第
一
人
者
と
し
て
高
名
で
あ
っ
た
。
第
４
節
塚
本
長
蔵
の
童
話
教
授
細
目
資
料
（『
教
育
と
人
生
第
二
年
第
九
号
札
幌
童
話
会
特
輯
号
』
昭
和
９
年
９
月
１５
日
北
邦
教
育
協
会
発
行
９－
１４
ｐ
ｐ
よ
り
）
に
よ
る
と
塚
本
長
蔵
の
課
題
意
識
と
計
画
的
な
取
り
組
み
を
以
下
の
よ
う
に
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
童
話
教
授
細
目
」
作
製
の
必
要
と
そ
の
要
點
こ
れ
は
私
が
大
分
以
前
か
ら
考
え
へ
て
ゐ
た
事
で
あ
り
よ
り
よ
り
そ
の
資
料
を
集
め
、
旦
そ
れ
を
便
宜
の
項
目
に
分
類
し
て
み
た
り
し
て
ゐ
る
事
で
あ
る
が
、
何
分
相
當
の
廣
範
圍
に
亙
る
事
で
も
あ
り
、
雑
務
に
追
は
れ
て
、
こ
の
一
事
に
の
み
没
入
す
る
事
を
許
さ
れ
な
い
の
で
未
だ
に
蝸
牛
の
歩
み
を
続
け
て
ゐ
る
。
し
か
し
私
の
頭
の
中
に
は
不
完
全
な
が
ら
も
こ
の
仕
事
の
完
成
が
ど
う
や
ら
見
透
し
つ
い
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
の
で
、
何
れ
諸
君
の
前
に
そ
の
全
貌
を
さ
ら
け
出
し
て
御
批
判
を
仰
ぐ
日
も
あ
ら
う
と
思
ふ
。
た
だ
今
回
は
、
か
う
し
た
記
念
す
べ
き
機
会
で
も
あ
る
の
で
、
限
ら
れ
た
行
数
に
於
て
唯
そ
の
骨
組
み
だ
け
を
御
覧
願
つ
て
、
色
々
御
示
教
戴
け
れ
ば
、
や
が
て
生
れ
出
る
者
の
為
に
幸
せ
だ
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
一
『
童
話
教
授
細
目
』
だ
な
ど
な
ど
妙
な
言
ひ
方
で
あ
る
。
小
学
校
に
於
け
る
（
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『
算
術
教
授
細
目
』『
読
方
教
授
細
目
』
な
ど
に
倣
つ
て
こ
ん
な
名
前
を
つ
け
た
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
別
に
童
話
を
他
の
学
科
並
み
に
一
定
の
教
授
時
間
を
と
つ
て
授
け
る
と
い
ふ
の
で
は
な
い
。
そ
れ
で
は
何
か
と
い
ふ
と
一
体
子
供
と
い
ふ
者
は
洋
の
東
西
、
時
の
古
今
を
問
は
ず
童
話
の
嫌
ひ
な
者
は
一
人
も
な
い
筈
で
、
嫌
ひ
所
か
熱
烈
に
求
め
て
止
ま
ら
ぬ
も
の
で
、
先
づ
こ
れ
だ
け
は
議
論
の
余
地
の
な
い
所
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
、
ど
ん
な
先
生
が
、
ど
ん
な
小
学
校
に
奉
職
な
さ
つ
た
に
せ
よ
、
全
然
子
供
か
ら
童
話
の
註
文
を
う
け
ぬ
筈
も
な
く
、
そ
の
註
文
も
度
重
さ
な
れ
ば
、
一
つ
や
二
つ
の
う
ろ
お
ぼ
へ
の
地
蔵
さ
ん
に
団
子
を
喰
は
れ
た
話
ぐ
ら
ゐ
は
し
て
聞
か
せ
な
い
先
生
も
な
い
わ
け
で
あ
る
。
先
づ
普
通
の
状
態
か
ら
言
へ
ば
、
修
身
の
補
充
例
話
と
し
て
、
或
ひ
は
何
か
の
時
間
の
余
つ
た
時
、
或
ひ
は
生
徒
が
あ
る
作
業
を
終
わ
つ
た
後
の
慰
労
の
意
味
等
で
童
話
が
語
ら
れ
る
様
で
あ
る
。
上
級
と
下
級
で
は
自
ら
そ
こ
に
違
ひ
も
あ
る
わ
け
で
、
上
級
に
な
れ
ば
ど
う
し
て
も
学
科
に
要
す
る
正
味
の
時
間
も
詰
つ
て
く
る
の
で
、
あ
ま
り
童
話
を
聞
か
せ
て
ゐ
る
暇
も
な
い
事
に
な
る
が
、
下
級
の
場
合
に
は
随
分
教
材
に
よ
つ
て
、
又
そ
の
取
扱
方
に
よ
つ
て
時
間
を
余
し
、
そ
こ
で
穴
塞
ぎ
に
時
間
つ
な
ぎ
に
童
話
で
も
聞
か
せ
よ
う
か
と
い
ふ
事
に
な
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
時
間
的
に
考
へ
て
み
る
と
、
全
学
年
を
通
じ
て
お
そ
ら
く
一
週
一
時
間
平
均
位
に
は
な
る
と
思
ふ
。（
こ
れ
は
必
ず
し
も
纏
つ
た
一
時
間
を
指
す
の
で
は
な
い
）
私
の
着
眼
は
こ
こ
に
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
二
一
週
一
時
間
と
し
て
一
ヶ
月
に
四
時
間
。
一
年
を
十
一
ヶ
月
と
み
て
四
十
四
時
間
。
六
ヵ
年
間
に
は
二
百
六
十
四
時
間
に
な
る
。
一
時
間
に
一
つ
宛
の
纏
ま
つ
た
話
を
興
へ
る
と
見
て
、
そ
の
数
は
二
百
六
十
四
話
と
な
る
。
四
縦
に
は
学
年
に
よ
つ
て
分
類
し
、
横
に
は
童
話
の
種
類
、
性
質
に
よ
つ
て
分
類
し
て
お
く
。
し
か
し
学
年
の
境
界
線
、
つ
ま
り
縦
の
境
界
線
は
余
り
厳
重
に
し
な
く
て
も
よ
い
と
思
ふ
。
先
づ
低
・
中
・
高
と
大
よ
そ
の
所
で
三
分
し
て
お
け
ば
よ
か
ろ
う
。
教
授
細
目
と
い
つ
て
も
、
特
定
の
時
間
を
と
る
の
で
は
な
い
か
ら
『
第
何
週
、
何
々
』
と
い
ふ
風
に
は
表
は
さ
な
い
。
学
年
に
応
じ
て
、
そ
の
部
分
か
ら
適
當
な
も
の
を
選
択
し
て
興
へ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
五
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
な
催
し
が
あ
る
或
ひ
は
開
校
記
念
日
、
校
庭
制
定
記
念
日
、
其
他
歴
史
的
に
特
殊
な
記
念
日
。
そ
れ
に
一
般
的
に
は
桃
の
節
供
、
端
午
の
節
供
、
陸
海
軍
記
念
日
、
義
士
講
、
乃
木
会
或
ひ
は
校
内
童
話
会
な
ど
な
ど
名
前
を
つ
け
て
七
夕
童
話
会
を
や
つ
た
り
、
新
学
期
の
進
級
祝
ひ
の
童
話
会
と
か
、
学
年
末
の
お
別
れ
会
或
ひ
は
ク
ラ
ス
単
位
で
行
ふ
学
級
会
の
様
な
も
の
、
か
う
し
た
機
会
に
必
ず
先
生
の
お
話
と
い
ふ
も
の
は
、
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
に
加
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
場
合
の
話
材
も
や
は
り
『
童
話
細
目
』
の
中
に
考
慮
し
て
置
く
の
で
あ
る
。
（
但
し
さ
う
し
た
場
合
に
特
殊
な
話
材
を
必
要
と
す
る
事
も
あ
ら
う
か
ら
必
ず
し
も
既
製
の
お
膳
立
て
に
と
ら
へ
ら
れ
る
必
要
は
な
い
、
よ
ろ
し
く
使
ひ
こ
な
す
べ
き
で
あ
る
）
（
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六次
に
話
材
を
何
処
に
求
め
る
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
大
体
こ
れ
を
箇
条
書
に
し
て
み
よ
う
。（
一
つ
一
つ
の
箇
条
に
つ
い
て
の
説
明
は
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
が
紙
数
の
都
合
上
止
む
を
得
な
い
）
１

日
本
神
話
及
日
本
童
話
代
表
的
な
も
の
は
是
非
一
通
り
聞
か
せ
て
お
き
た
い
。
２

各
国
の
口
碑
童
話
興
味
の
多
い
の
は
何
と
い
つ
て
も
口
碑
童
話
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ゲ
リ
ン
ム
や
ノ
ー
ル
ウ
エ
ー
の
ア
ス
ビ
ヨ
ル
ン
ゼ
ン
の
童
話
集
な
ど
は
誰
し
も
判
る
所
の
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
も
英
国
童
話
の
「
巨
人
退
治
の
ジ
ャ
ッ
ク
」
「
ト
ム
サ
ム
物
語
」
其
他
各
国
の
口
碑
童
話
の
中
で
も
有
名
な
も
の
は
一
通
り
選
び
た
い
。
３

各
国
の
芸
術
童
話
ド
イ
ツ
の
ハ
ウ
フ
の
童
話
、
デ
ン
マ
ル
ク
の
ア
ン
ダ
ア
セ
ン
の
童
話
、
ロ
シ
ヤ
の
ト
ル
ス
ト
イ
の
童
話
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ロ
ー
ル
及
ド
ー
ノ
ア
の
童
話
、
イ
ギ
リ
ス
の
ワ
イ
ル
ド
の
童
話
等
。
４

各
国
の
古
典
童
話
ギ
リ
シ
ヤ
の
神
話
、
北
欧
神
話
を
初
め
、
イ
ソ
ツ
プ
物
語
、
ア
ラ
ビ
ヤ
夜
話
等
の
中
か
ら
も
相
当
の
話
材
を
求
め
得
ら
れ
る
と
思
ふ
。
５

宗
教
童
話
印
度
童
話
の
如
き
は
無
蓋
の
話
題
の
宝
庫
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
近
頃
は
佛
教
童
話
全
集
、
佛
典
説
話
全
集
等
に
よ
つ
て
簡
単
に
我
々
も
話
材
を
手
に
入
れ
る
事
が
出
来
る
。
基
督
教
童
話
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
す
べ
て
宗
教
童
話
は
そ
の
教
訓
的
な
る
点
に
於
て
補
助
教
材
と
な
る
も
の
が
非
常
に
多
い
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
６

名
作
物
語
童
話
以
外
の
名
作
物
語
の
中
で
も
、
児
童
の
人
生
的
教
養
の
一
助
と
し
て
、
感
受
性
の
非
常
に
強
い
小
学
校
時
代
に
於
て
、
是
非
聞
か
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
数
多
く
あ
ら
う
と
思
ふ
も
つ
と
も
名
作
物
語
の
中
に
は
非
常
な
る
長
篇
物
も
あ
つ
て
、
そ
の
一
つ
を
聞
か
せ
る
だ
け
で
も
悠
に
数
時
間
を
と
る
も
の
も
あ
る
が
、
さ
う
し
た
も
の
は
、
そ
の
全
体
を
聞
か
せ
ず
と
も
梗
概
を
聞
か
せ
る
な
り
、
そ
の
中
の
興
味
あ
る
一
部
分
を
抜
粋
す
る
な
り
、
そ
れ
に
よ
つ
て
児
童
が
、
あ
る
刺
激
を
得
て
、
彼
等
の
生
長
後
の
読
書
選
択
の
指
針
と
な
る
だ
け
で
も
結
構
だ
と
思
ふ
。
そ
の
大
体
を
列
挙
し
て
み
る
と
、
竹
取
物
語
、
八
犬
伝
、
水
滸
伝
、
西
遊
記
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
漂
流
記
、
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
、「
ク
オ
レ
」
中
の
諸
話
、
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
、
小
公
子
、
母
を
尋
ね
て
三
千
里
、
奴
隷
ト
ム
、
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
少
年
、
黒
馬
物
語
、
家
な
き
子
、
十
五
少
年
漂
流
記
。
７

東
西
偉
人
の
伝
記
こ
れ
も
詳
し
い
歴
史
的
な
事
実
と
い
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
あ
る
一
つ
の
逸
話
を
中
心
に
し
て
、
童
話
的
興
味
の
中
に
聞
か
せ
た
い
。
８

其
他
こ
の
外
に
も
日
常
の
新
聞
雑
誌
の
童
話
欄
等
で
意
外
な
拾
ひ
も
の
を
す
る
事
も
あ
る
で
あ
ら
う
し
現
在
の
童
話
作
家
の
発
表
な
さ
る
作
品
の
中
か
ら
も
珠
玉
に
等
し
い
も
の
を
見
出
す
事
も
あ
ろ
う
。
以
上
で
極
め
て
不
完
全
な
が
ら
そ
の
要
項
を
申
述
べ
た
つ
も
り
で
あ
る
。
塚
本
長
蔵
の
実
践
的
体
系
的
な
「
細
目
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
塚
本
の
学
究
的
姿
勢
は
戦
後
の
著
書
一
九
五
五
『
青
年
弁
論
読
本
』
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
塚
本
の
口
演
童
話
活
動
の
理
論
的
背
景
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
。
（
九
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第
５
節
塚
本
長
蔵
の
民
間
説
話
「
桃
太
郎
」
受
容
民
間
説
話
「
笑
い
話
」
な
ど
を
素
材
に
し
て
落
語
や
口
演
童
話
を
塚
本
長
蔵
は
語
っ
て
い
る
。
著
書
の
題
名
を
『
奇
味
談
語
』
と
し
て
い
る
の
も
塚
本
長
蔵
の
民
間
説
話
に
関
わ
る
意
識
を
垣
間
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
五
大
日
本
昔
話
の
一
つ
で
あ
る
「
桃
太
郎
」
話
を
事
例
に
し
て
考
察
す
る
。
塚
本
長
蔵
の
昔
話
「
桃
太
郎
」
桃
太
郎
鬼
ヶ
島
に
行
か
ん
ど
、
腰
に
黍
団
子
を
つ
け
、
出
か
け
た
れ
ば
、
犬
と
雉
子
た
と
い
で
、「
鬼
ヶ
島
へ
宝
を
と
り
に
」「
腰
に
つ
け
た
る
は
何
ぞ
」「
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
」「
一
つ
下
さ
い
お
伴
申
さ
う
」
そ
れ
よ
り
両
人
を
伴
に
つ
れ
、
す
た
す
た
と
行
く
。
向
ふ
よ
り
猿
立
出
て
「
桃
太
郎
さ
ん
何
処
へ
行
き
ね
ん
、
お
前
の
腰
の
は
何
で
え
す
」「
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
」「
一
つ
く
ん
ね
ん
し
」
と
し
や
れ
る
に
、
定
め
て
猿
も
如
才
は
あ
る
ま
じ
と
一
つ
や
れ
ば
「
ア
ァ
う
ま
い
、
も
う
一
つ
く
ん
ね
ん
し
」
と
こ
れ
も
食
ひ
て
「
ア
ァ
う
ま
か
っ
た
。
何
時
で
も
来
ね
ん
し
」（
寿
々
葉
羅
井
）
寓
話
と
い
え
ば
、
先
ず
何
は
さ
て
お
い
て
も
、
大
御
所
桃
太
郎
殿
に
敬
意
を
表
す
る
の
が
物
の
順
序
と
考
え
て
、
最
初
に
桃
太
郎
話
を
持
っ
て
来
た
。
猿
は
人
間
よ
り
も
毛
が
三
本
足
り
な
い
、
従
っ
て
智
恵
は
智
恵
で
も
猿
智
恵
と
笑
わ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
何
と
い
っ
て
も
動
物
中
で
の
智
恵
者
と
は
万
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
。
小
噺
作
者
が
こ
の
童
話
を
観
た
場
合
、
何
よ
り
も
先
き
に
そ
れ
が
ピ
ン
と
来
る
ら
し
い
。
さ
て
こ
そ
、
桃
太
郎
に
関
係
あ
る
小
噺
は
、
多
く
猿
の
ひ
と
り
舞
台
に
な
っ
て
い
る
。
黍
団
子
の
お
か
わ
り
を
請
求
さ
せ
た
り
、「
お
伴
申
そ
う
」
と
言
わ
な
い
で
「
い
つ
で
も
来
ね
ん
し
」
と
赤
お
尻
を
く
る
り
と
む
け
さ
せ
た
り
、
何
れ
も
猿
な
ら
で
は
出
来
な
い
芸
当
で
あ
る
。
二
度
の
駈
桃
太
郎
鬼
ヶ
島
の
手
柄
に
味
を
し
め
、
又
お
も
ひ
立
つ
旅
衣
、
こ
ん
ど
は
龍
宮
へ
で
も
行
っ
て
見
ん
と
、
腰
に
は
例
の
き
び
だ
ん
ご
、
す
か
り
に
い
れ
て
さ
げ
て
出
る
。
道
に
て
猿
に
で
あ
へ
ば
「
桃
太
郎
ど
の
桃
太
郎
ど
の
、
ど
こ
へ
ご
ざ
る
」「
龍
宮
へ
た
か
ら
と
り
に
ま
い
る
」「
腰
に
つ
け
た
は
何
で
ご
ざ
る
」
「
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
」「
一
つ
く
だ
さ
い
お
伴
ま
う
さ
う
」
桃
太
郎
す
か
り
よ
り
一
つ
出
し
、
猿
へ
と
ら
せ
け
れ
ば
、
猿
手
に
と
り
、
つ
く
づ
く
見
て
「
モ
シ
小
さ
く
な
り
や
し
た
の
」（
聞
上
手
）
桃
太
郎
を
龍
宮
へ
遠
征
さ
せ
た
思
い
つ
き
も
面
白
い
が
、
そ
れ
よ
り
も
、
お
伽
の
世
界
に
も
食
糧
難
が
あ
る
か
と
、
破
顔
一
笑
さ
せ
ら
れ
る
。
食
い
辛
棒
の
猿
公
に
と
っ
て
、
キ
ビ
団
子
の
量
は
何
よ
り
も
問
題
。「
鬼
ケ
島
遠
征
当
時
に
く
ら
べ
る
と
、
ハ
タ
サ
テ
せ
ち
辛
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
な
ぁ
」
と
、
そ
ぞ
ろ
に
昔
を
懐
か
し
ん
で
い
る
。
我
々
が
、
戦
時
中
、
白
米
時
代
を
懐
か
し
ん
だ
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
桃
太
郎久
し
ぶ
り
で
桃
太
郎
、
又
鬼
ヶ
島
へ
た
か
ら
取
り
に
行
く
と
て
立
出
る
と
、
例
の
役
者
が
出
て
「
モ
シ
モ
シ
お
ま
へ
の
腰
に
つ
け
て
ご
ざ
る
は
わ
ん
だ
」
と
い
へ
ば
「
日
本
一
の
き
ぢ
だ
ん
ご
さ
」「
ハ
イ
ひ
と
つ
く
だ
さ
る
お
伴
申
さ
う
」
（
独
楽
新
話
）
犬
の
ワ
ン
と
、
キ
ジ
と
サ
ル
を
も
じ
っ
て
言
っ
た
だ
け
の
事
。
言
葉
の
上
の
洒
落
に
過
ぎ
な
い
。
（
一
〇
）
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桃
太
郎む
か
し
む
か
し
の
桃
太
郎
は
鬼
ケ
島
へ
渡
り
、
も
と
で
い
ら
ず
に
多
く
の
宝
を
と
っ
て
来
た
げ
な
。
こ
れ
ほ
ど
手
み
じ
か
な
仕
事
は
な
い
。
し
か
し
犬
と
猿
と
雉
が
伴
を
し
た
と
あ
る
。
お
れ
も
き
や
っ
ら
を
こ
ま
づ
け
る
が
よ
い
と
、
か
の
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
を
こ
し
ら
へ
、
腰
に
つ
け
て
行
く
。
向
ふ
の
岩
ば
な
に
猿
が
い
る
。
ま
ず
し
て
や
っ
た
り
と
う
れ
し
く
、
く
だ
ん
の
団
子
を
ぶ
ら
つ
か
せ
行
き
過
ぐ
る
を
、
猿
よ
び
か
け
「
お
ま
は
ど
こ
へ
ご
ざ
る
」「
お
れ
か
、
お
れ
は
鬼
ヶ
島
へ
宝
を
と
り
に
ゆ
く
」「
腰
に
つ
け
た
は
何
で
ご
ざ
る
」「
こ
れ
は
日
本
一
の
き
び
だ
ん
ご
」
猿
う
か
ぬ
顔
に
て
「
こ
い
つ
う
ま
く
な
い
や
つ
だ
」（
鹿
の
子
餅
）
第
二
世
桃
太
郎
の
出
現
。
や
は
り
黍
団
子
だ
け
は
忘
れ
て
い
な
い
。
道
端
に
猿
を
み
つ
け
て
「
ま
ず
、
し
て
や
っ
た
り
」
と
喜
ん
だ
ま
で
は
い
い
が
、
近
頃
の
猿
は
昔
と
違
っ
て
、
味
覚
の
発
達
し
て
い
る
の
は
ご
存
じ
な
い
。
「
お
腰
に
つ
け
た
は
何
で
ご
ざ
る
」
「
さ
れ
ば
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」
と
か
「
ノ
リ
巻
き
弁
当
」
と
来
て
も
ら
い
た
い
と
こ
ろ
。
そ
れ
が
依
然
と
し
て
、
昔
同
様
「
き
び
だ
ん
ご
」
で
は
浮
か
ぬ
顔
に
な
る
の
も
無
理
が
な
か
ろ
う
。
こ
の
小
噺
に
し
ろ
、
前
の
「
二
度
の
駈
」
に
し
ろ
、
共
に
お
伽
の
世
界
を
、
ポ
ッ
ト
現
代
の
真
只
中
へ
ぶ
ち
こ
ん
だ
所
に
お
か
し
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
桃
太
郎桃
太
郎
、
鬼
ヶ
島
に
渡
り
、
宝
物
を
し
た
た
か
取
っ
て
帰
り
、
頃
し
も
大
み
そ
か
、
掛
乞
山
の
如
く
詰
か
け
る
。
中
に
も
猿
や
雉
兵
衛
、
鬼
ヶ
島
へ
出
立
の
入
用
金
千
両
の
證
文
持
参
し
「
元
利
揃
へ
て
千
二
百
両
、
サ
ァ
た
っ
た
今
、
耳
を
揃
へ
て
受
取
り
ま
せ
う
」
と
い
へ
ば
、
桃
太
郎
び
く
と
も
せ
ず
、
か
の
延
命
小
袋
を
取
出
し
、
打
出
の
小
槌
に
て
、「
ソ
レ
千
二
百
両
」
と
打
っ
て
見
て
も
一
文
も
出
ず
「
ハ
テ
不
思
議
な
、
出
ぬ
と
い
ふ
事
は
な
い
筈
と
又
打
て
ど
も
何
も
出
ず
。
桃
太
郎
し
ば
ら
く
思
案
し
「
こ
れ
は
鬼
ヶ
島
よ
り
取
っ
て
帰
り
、
大
切
な
品
な
れ
ど
、
そ
ち
に
や
る
ぞ
」（
千
里
の
翅
）
こ
の
小
噺
、
最
初
は
桃
太
郎
が
借
金
取
に
悩
ま
さ
れ
る
場
面
、
し
か
も
そ
の
債
権
者
が
、
雉
や
猿
と
あ
っ
て
は
、
如
何
に
戯
作
と
は
云
え
、
何
と
な
く
い
や
な
気
持
ち
で
あ
る
。
も
っ
と
何
と
か
想
像
の
め
ぐ
ら
し
よ
う
が
な
か
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
中
程
へ
来
る
と
、
何
と
は
な
し
に
一
寸
法
師
の
話
が
連
想
さ
れ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
、
こ
の
小
噺
の
山
は
最
後
に
あ
る
。
私
は
始
め
て
こ
の
小
噺
に
出
っ
く
わ
し
た
と
き
、
思
わ
ず
ふ
き
出
し
た
。
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
打
出
の
小
槌
に
「
大
切
な
品
な
れ
ど
」
と
勿
体
を
つ
け
て
く
れ
る
桃
太
郎
が
、
恰
度
五
才
か
六
才
の
い
た
づ
ら
小
僧
が
、
饅
頭
の
ア
ン
コ
ロ
の
部
分
だ
け
ホ
ジ
ッ
テ
食
っ
て
、
皮
の
所
を
兄
や
姉
に
、
気
前
よ
く
く
れ
た
り
す
る
の
と
同
じ
に
思
え
て
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
落
語
に
―
あ
る
お
殿
様
が
鍼
に
興
味
を
持
ち
、
迷
惑
が
る
家
来
を
つ
か
ま
え
て
背
中
に
ハ
リ
を
打
つ
。
と
こ
ろ
が
ハ
リ
の
先
が
折
れ
て
、
身
体
の
中
に
残
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
殿
様
が
「
そ
の
ハ
リ
の
先
は
高
価
な
物
な
れ
ど
、
そ
ち
に
つ
か
わ
す
ぞ
」
と
仰
っ
た
―
と
い
う
話
が
あ
る
が
、
そ
れ
と
全
く
同
じ
狙
い
所
と
思
う
。
（
塚
本
長
蔵
『
奇
味
談
語
』
よ
り
抜
粋
）
伝
統
的
な
昔
話
伝
承
の
域
を
脱
し
て
自
由
奔
放
に
塚
本
桃
太
郎
話
を
語
っ
て
い
る
。
他
の
昔
話
に
つ
い
て
の
考
証
は
本
稿
で
は
行
わ
な
い
が
同
様
な
こ
と
が
文
献
上
は
言
え
る
。
（
一
一
）
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ま
と
め
１

今
回
の
考
察
を
通
し
て
わ
か
る
こ
と
は
、
塚
本
長
蔵
は
日
本
の
口
演
童
話
活
動
の
影
響
を
受
け
、
そ
し
て
塚
本
自
身
な
り
に
受
容
し
て
北
海
道
全
域
に
口
演
童
話
を
普
及
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
塚
本
長
蔵
の
豪
放
磊
落
な
人
物
像
が
少
し
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
２

本
稿
は
、
上
記
の
通
り
塚
本
長
蔵
研
究
の
中
間
報
告
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
＜
塚
本
長
蔵
に
於
け
る
「
北
海
道
民
間
説
話
」
受
容
・
発
生
研
究＞
の
た
め
の
＜
北
海
道
の
口
演
童
話
研
究＞
の
背
景
と
資
料
に
つ
い
て
の
糸
口
が
分
か
り
始
め
た
段
階
で
あ
る
。
３

今
後
の
課
題
は
、
塚
本
長
蔵
と
同
時
代
に
口
演
童
話
活
動
に
参
画
し
た
例
え
ば
、
三
浦
一
、
小
野
三
男
治
両
氏
を
始
め
と
す
る
人
達
や
内
山
憲
尚
編
『
日
本
口
演
童
話
史
』（
文
化
書
房
博
文
社
一
九
七
二
）
に
氏
名
と
若
干
の
コ
メ
ン
ト
の
み
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（「
１

札
幌
市
（
８
名
）、
２

小
樽
市
（
４
名
）、
３

函
館
市
（
１
名
）、
４

旭
川
市
（
２
名
）」）
人
達
の
詳
し
い
紹
介
と
そ
の
活
動
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
４

上
記
の
作
業
と
分
析
を
通
し
て
『
北
海
道
口
演
童
話
史
』『
北
海
道
児
童
文
化
史
』（
仮
）
の
研
究
そ
し
て
、「
北
海
道
民
間
説
話
の
研
究
」
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
。
謝
辞北
海
道
立
図
書
館
、
北
星
学
園
大
学
図
書
館
、
谷
暎
子
氏
、
黒
井
茂
氏
（
資
料
提
供
な
ど
）
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
尚
、
本
研
究
ノ
ー
ト
は
、
北
海
道
史
研
究
協
議
会
例
会
の
研
究
発
表
資
料
（
二
〇
一
〇
年
６
月
）
を
書
き
直
し
た
も
の
で
す
。
注
（
１
）
北
海
道
外
の
研
究
に
つ
い
て
は
資
料
編
３
、
１３２
Ｐ
参
照
。
（
２
）「
本
格
的
に
考
察
さ
れ
て
い
る
論
考
」
と
は
、「
北
海
道
全
域
の
口
演
童
話
に
つ
い
て
の
総
合
的
（
歴
史
的
内
容
的
地
域
的
検
証
と
分
析
）
な
論
説
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
谷
暎
子
氏
の
二
〇
〇
一
１０
『
占
領
下
の
北
海
道
の
子
ど
も
文
化＜
一
九
四
五－
一
九
四
九＞
』
札
幌
市
こ
ど
も
の
劇
場
や
ま
び
こ
座
、
鈴
木
喜
三
夫
氏
が
北
海
道
子
ど
も
の
文
化
研
究
同
人
誌
『
ヘ
カ
ッ
チ
』
第
６
号
二
〇
〇
一
、
日
本
児
童
文
学
学
会
北
海
道
支
部
機
関
誌
『
ヘ
カ
ッ
チ
』
第
３
号
二
〇
〇
八
に
「
札
幌
子
供
の
友
会
」
の
結
成
・
目
的
・
活
動
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
論
説
が
あ
る
。
（
３
）
一
九
二
七
年
〜
一
九
四
五
年
の
間
は
師
範
学
校
生
、
訓
導
と
し
て
口
演
童
話
家
と
し
て
活
動
し
て
居
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
昭
和
２０
年
（
一
九
四
五
）
６
月
、
資
料
１
の
「
社
会
教
育
活
動
に
入
る
」
と
い
う
記
述
か
ら
「
本
格
的
に
」
と
い
う
文
言
を
使
用
し
た
。
（
４
）『
藤
女
子
短
期
大
学
３０
年
・
藤
女
子
大
学
２０
年
記
念
誌
』
に
よ
る
。
（
５
）
資
料
編
参
照
。
資
料
編
１
、
塚
本
長
蔵
著
作
目
録
（
目
次
紹
介
）
一
九
四
一
年
（
昭
１６
）
９
月
『
教
壇
随
筆
純
情
学
校
』（
弘
学
社
）
目
次
純
情
・
生
徒
教
室
常
会
、
純
情
、
教
へ
子
、
物
の
価
、
守
り
札
、
鉢
合
わ
せ
、
慈
善
ポ
ス
ト
、
あ
て
が
外
れ
る
、
作
法
実
習
、
物
を
言
ふ
、
お
見
舞
ご
っ
こ
、
お
ま
せ
、
学
級
経
営
異
変
純
情
・
訓
導
良
寛
先
生
、
ウ
イ
ッ
ト
、
春
の
ど
か
、
壁
の
墨
、
さ
し
み
、
追
ひ
か
け
ら
れ
る
、
自
己
を
裁
く
、
不
運
、
教
室
御
難
、
真
中
の
人
、
ツ
カ
ハ
ラ
ダ
ル
マ
、
連
想
、
年
末
明
朗
譜
純
情
・
校
長
阿
弥
陀
校
長
、
施
米
風
景
、
関
取
校
長
、
失
言
、
童
心
校
長
、
幻
滅
、
炊
出
し
、
一
（
一
二
）
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茶
校
長
、
お
蔭
、
一
級
上
俸
、
花
見
孝
行
純
情
・
教
壇
妻
の
心
配
、
避
難
訓
練
奇
譚
、
あ
る
親
馬
鹿
の
話
、
学
芸
会
近
し
、
愉
快
な
綴
方
、
答
案
ナ
ン
セ
ン
ス
、
あ
げ
足
、
太
郎
の
話
、
口
癖
、
視
学
過
剰
難
、
あ
る
会
話
、
批
評
語
辞
典
、
洒
落
、
最
大
級
、
諺
国
民
学
校
視
察
報
告
著
者
へ
の
花
束
、
刊
行
者
と
し
て
一
九
四
六
年
（
昭
２１
）
１
月
『
明
朗
学
校
』（
新
日
本
文
化
協
会
）
目
次
時
間
割
表
、
無
邪
気
、
オ
ッ
ト
ド
ッ
コ
イ
、
お
祈
り
、
前
な
ら
へ
、
老
校
長
と
機
関
士
、
小
さ
な
事
件
、
平
和
、
珍
短
文
、
焼
鳥
、
木
馬
、
悩
み
、
学
芸
会
余
話
、
宿
命
、
オ
ハ
ジ
キ
、
あ
ら
探
し
、
柿
、
公
人
・
私
人
、
関
心
事
、
暑
苦
し
き
訓
示
、
受
験
生
と
母
、
入
学
前
の
経
歴
、
入
学
式
雑
観
、
種
を
蒔
く
、
往
診
料
、
眠
り
病
奇
聞
、
馬
謖
を
斬
る
、
血
、
卒
業
写
真
、
気
の
毒
風
景
、
山
さ
ん
と
地
理
、
川
さ
ん
と
算
数
、
燈
台
も
と
暗
し
、
小
使
い
受
難
、
か
は
い
ゝ
話
、
馬
を
射
る
、
背
中
一
九
四
六
年
（
昭
２１
）
６
月
『
ユ
ー
モ
ア
学
校
』（
新
日
本
文
化
協
会
）
目
次
一
小
さ
な
謝
恩
会
二
赤
面
三
昇
給
四
涙
五
虚
弱
児
六
つ
ま
ら
ん
こ
と
七
販
路
拡
張
八
奴
凧
校
長
九
防
寒
頭
巾
一
〇
細
心
一
一
美
談
一
二
難
産
一
三
受
持
往
診
一
四
先
生
教
育
一
五
へ
き
え
き
一
六
遵
奉
者
一
七
無
信
心
一
八
ボ
ヤ
ッ
と
し
た
顔
一
九
老
師
招
待
二
〇
神
経
を
つ
か
ふ
二
一
参
観
者
二
二
珍
問
答
二
三
義
侠
校
長
二
四
呆
心
訓
導
二
五
一
輪
ざ
し
二
六
居
候
二
七
品
切
れ
二
八
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
訓
導
姿
態
二
九
評
点
三
〇
物
を
い
ふ
三
一
磁
石
三
二
人
目
忍
ん
で
三
三
運
動
会
プ
ロ
漫
話
三
四
一
念
三
五
個
性
観
察
簿
に
拾
ふ
三
六
収
賄
事
件
異
録
三
七
無
雑
作
三
八
写
生
三
九
椿
油
一
九
四
七
年
（
昭
２２
）
６
月
『
笑
ふ
昔
噺
』（
エ
ル
ム
社
）
一
九
四
八
年
（
昭
２３
）
１
月
『
小
使
さ
ん
の
日
記
』（
新
日
本
文
化
協
会
）
目
次
一
年
生
、
大
き
く
な
っ
た
ら
、
時
の
記
念
日
、
し
ん
た
い
け
ん
さ
、
遠
足
、
増
産
、
大
川
先
生
、
画
鋲
の
あ
と
、
水
害
、
花
、
切
抜
き
、
水
泳
、
マ
メ
、
水
で
ひ
や
す
、
大
掃
除
、
キ
ッ
ク
ボ
ー
ル
、
お
つ
か
ひ
、
お
別
れ
、
手
紙
、
落
し
物
一
九
四
九
年
（
昭
２４
）
１
月
『
さ
か
さ
ま
人
間
学
』
一
九
五
〇
年
（
昭
２５
）
１
月
『
落
語
人
間
学
』
一
九
五
五
年
（
昭
３０
）
２
月
『
青
年
弁
論
読
本
』（
北
海
青
年
社
）
目
次
第
一
章
は
じ
め
に
一
弁
論
は
い
つ
か
ら
始
ま
る
か
、
二
青
年
弁
論
の
特
色
第
二
章
資
料
の
選
択
と
応
用
一
材
料
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
二
譬
喩
の
種
類
１
仮
作
物
語
２
事
実
３
東
経
４
学
説
５
偉
人
や
聖
人
の
言
葉
６
格
言
７
和
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
道
歌
８
警
句
三
資
料
の
生
か
し
方
イ
個
性
、
ロ
真
実
ハ
実
感
ニ
身
辺
第
三
章
原
稿
の
組
み
立
て
方
・
作
り
方
一
ご
ち
そ
う
の
配
列
二
く
り
ひ
ろ
げ
型
と
ま
と
め
型
イ
演
繹
法
ロ
帰
納
法
三
組
み
立
て
方
の
さ
ま
ざ
ま
１
枚
挙
法
２
設
疑
法
３
比
較
法
４
逆
手
法
５
漸
層
法
四
変
化
五
目
で
読
む
文
章
、
耳
で
聞
く
弁
論
六
正
し
い
文
章
七
ウ
ッ
ト
リ
さ
せ
る
部
分
八
原
稿
を
作
る
順
序
１
粗
筋
２
肉
づ
け
３
推
敲
４
時
間
５
い
い
わ
け
不
要
６
発
端
と
終
結
第
四
章
練
習
の
仕
方
一
練
習
の
順
序
１
原
稿
は
何
回
も
読
む
２
大
き
な
声
３
休
け
い
４
次
第
に
原
稿
か
ら
離
れ
る
５
他
人
の
前
で
や
れ
６
批
評
し
て
も
ら
え
７
他
人
の
弁
論
を
聞
け
二
努
力
の
効
果
三
平
常
の
練
習
法
１
小
さ
な
問
題
を
と
ら
え
て
２
同
好
の
士
が
集
ま
っ
て
３
名
原
稿
の
暗
誦
第
五
章
一
音
声
の
さ
ま
ざ
ま
二
音
声
と
感
情
三
音
声
は
は
っ
き
り
イ
発
音
ロ
ア
ク
セ
ン
ト
ハ
言
葉
ぐ
せ
ニ
早
口
ホ
語
尾
四
声
の
鍛
錬
第
六
章
態
度
・
ゼ
ス
チ
ュ
ア
の
心
得
一
登
壇
二
礼
三
足
四
眼
五
手
六
服
装
七
ゼ
ス
チ
ュ
ア
八
壇
上
の
動
き
第
七
章
話
し
方
に
つ
い
て
一
話
は
一
本
の
川
二
間
三
緩
急
四
抑
揚
五
迫
力
と
魅
力
第
八
章
聴
衆
の
研
究
一
野
次
二
拍
手
三
群
衆
心
理
四
会
場
五
司
会
者
の
責
任
第
九
章
お
わ
り
に
一
咄
弁
の
雄
弁
二
学
ん
で
カ
ブ
レ
ル
な
三
雄
弁
は
総
和
な
り
附
録
全
道
青
年
弁
論
集
一
九
七
〇
年
（
昭
４５
）
１１
月
『
奇
味
談
語
』（
山
音
文
学
会
）
目
次
奇
の
巻
浮
世
病
院
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
（
イ
）
耳
ノ
部
（
ロ
）
鼻
の
部
（
ハ
）
咽
喉
の
部
、
歯
科
、
皮
膚
科
、
肛
門
科
、
精
神
科
味
の
巻
川
柳
閑
話
物
も
言
い
よ
う
、
涙
、
独
り
者
、
嘘
、
暑
い
こ
と
、
こ
と
わ
ざ
と
川
柳
談
の
巻
愚
筆
漫
筆
ツ
メ
言
葉
、
五
十
歩
百
歩
、
過
不
足
の
論
（
一
）
過
の
部
（
二
）
不
足
の
部
、
す
べ
か
ら
く
笑
う
べ
し
、
野
糞
綺
談
、
循
環
譚
、
や
き
も
ち
物
語
、
北
海
道
地
名
洒
落
問
答
語
の
部
小
噺
草
紙
（
一
三
）
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桃
太
郎
、
浦
島
、
か
ち
か
ち
山
、
猿
蟹
合
戦
、
花
咲
爺
、
舌
切
雀
、
金
太
郎
、
鼠
の
嫁
入
、
若
返
り
の
水
、
九
年
母
、
ぬ
え
退
治
、
狩
人
と
熊
、
和
尚
と
小
僧
一
九
七
三
年
（
昭
４８
）
１
月
『
斜
蟹
説
法
』
一
九
七
三
年
（
昭
４８
）
９
月
『
童
話
北
海
道
』（
山
音
文
学
会
）
目
次
と
ん
で
ん
先
生
と
豆
小
使
い
、
と
ん
で
ん
先
生
と
土
方
、
と
ん
で
ん
先
生
と
け
ん
ち
く
列
車
、
熊
と
兄
弟
、
ア
イ
ヌ
犬
の
勉
強
す
る
学
校
、
と
ん
で
ん
先
生
と
ラ
ッ
パ
、
と
ん
で
ん
先
生
と
メ
ガ
ホ
ン
、
黒
田
長
官
と
リ
ン
ゴ
、
オ
ン
コ
は
語
る
和
顔
愛
語
…
子
供
の
物
語
…
ニ
コ
ニ
コ
顔
と
よ
い
言
葉
エ
ル
ム
社
の
絵
本
よ
み
も
の
２
、
塚
本
長
蔵
の
活
動
記
録
児
童
劇
団
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
コ
ド
モ
グ
ル
ー
プ
を
組
織
札
幌
放
送
局
専
属
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
た
。
昭
和
の
は
じ
め
、
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
が
放
送
し
た
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
し
た
。
（
宇
高
隆
輔
）
３
、
日
本
口
演
童
話
研
究
目
録
・
有
働
玲
子
一
九
九
二
「
大
正
期
の
口
演
童
話
―
下
位
春
吉
・
水
田
光
を
中
心
に
―
」、
『
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
第
２５
号
（
Ⅰ
）』
１９５－
２０６
ｐ
ｐ
・
渡
辺
良
枝
・
松
川
利
広
二
〇
〇
七
「
久
留
島
武
彦
と
奈
良
に
関
す
る
史
的
考
察
―
寧
楽
女
塾
と
い
さ
が
わ
幼
稚
園
を
中
心
に
―
」、『
奈
良
教
育
大
学
紀
要
第
５６
巻
（
１
）』
７１
―
８７
ｐ
ｐ
・
大
竹
聖
美
二
〇
〇
五
「
朝
鮮
・
満
州
巡
回
口
演
童
話
会
―
児
童
文
学
者
の
植
民
地
訪
問
―
」、『
東
京
純
心
大
学
紀
要
９
』
１－
１２
ｐ
ｐ
・
森
上
史
朗
二
〇
〇
一
「
創
刊
一
〇
〇
巻
を
記
念
し
て
東
基
吉
・
く
め
の
こ
と
な
ど
…
『
鳩
ぽ
っ
ぽ
』
か
ら
『
口
演
童
話
』
ま
で
」、『
幼
児
の
教
育
１００
巻
』
４－
１２
ｐ
ｐ
・
磯
部
孝
子
一
九
九
三
「
名
古
屋
と
周
辺
地
域
の
口
演
童
話
活
動
―
明
治
末
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
―
」、『
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
４
（
２
）
愛
知
の
児
童
文
化
研
究
１
』
１７－
２９
ｐ
ｐ
・
磯
部
孝
子
一
九
九
五
「
仏
教
日
曜
学
校
の
成
立
と
口
演
童
話
活
動
」、『
中
京
大
学
文
化
科
学
研
究
６
（
２
）
愛
知
の
児
童
文
化
研
究
３
』
７９－
９３
ｐ
ｐ
・
川
北
典
子
一
九
九
六
「
口
演
童
話
に
関
す
る
史
的
考
察
―
京
都
と
そ
の
周
辺
地
域
を
中
心
に
―
」、『
日
本
保
育
学
会
大
会
研
究
論
文
集
（
４９
）』
６８８－
６８９
ｐ
ｐ
・
田
中
貴
子
一
九
九
九
「
保
育
活
動
に
お
け
る
『
お
話
』
の
目
的
―
口
演
童
話
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」、『
日
本
保
育
学
会
大
会
研
究
論
文
集
（
５２
）』
５１４－
５１５
ｐ
ｐ
・
田
中
貴
子
一
九
九
九
「
保
育
活
動
に
お
け
る
『
お
話
』
の
可
能
性
に
つ
い
て
―
口
演
童
話
を
手
が
か
り
に
し
て
―
」、『
兵
庫
教
育
大
学
紀
要

第
一
分
冊
、
学
校
教
育
・
幼
児
教
育
・
障
害
者
教
育
１９
』
１５３－
１６２
ｐ
ｐ
・
谷
出
千
代
子
二
〇
〇
二
「『
口
演
童
話
』
の
描
写
に
関
す
る
一
考
察
―
大
正
年
間
の
出
版
物
を
中
心
に
し
て
―
」
・
木
村
太
郎
二
〇
〇
七
「
倉
澤
栄
吉
の
口
演
童
話
論
の
内
実
考
」、『
学
芸
国
語
教
育
研
究
（
２５
）』
１４－
２４
ｐ
ｐ
・
前
川
芳
久
二
〇
〇
八
「
小
池
長
（
た
け
る
）
再
認
識
の
た
め
に
―
遺
品
展
を
き
っ
か
け
に
―
」、『
中
京
大
学
図
書
館
学
紀
要
（
２９
）』
２３－
３３
ｐ
ｐ
（
一
四
）
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［Abstract］
A Study of Hokkaido Folk Tales No．８：
A Study of Chozo Tsukamoto and Oral Storytelling
Toshio ABE
The oral storytelling of nursery tales in Hokkaido started under the influence of a move-
ment organized by Sazanami Iwaya and Takehiko Kurushima in１８９５（Meiji２８）. However,
the fullscale study of details of their activities, objectives and contents of their storytelling
and their influence has not seemed to be accomplished. In order to begin the research on
oral storytelling in Hokkaido, I have focused on Chozo Tsukamoto, whose materials remain
more than the others. In one of his books,Kimidango, a collection of nursery tales that he
told, he wrote the folktale Momotaro not in accordance with traditional format, using his
vivid imagination freely. How Tsukamoto adopted the folklore from Hokkaido will be a
theme of further study. Through the research, I have learned that Chozo Tsukamoto was
influenced by the national movement of oral storytelling, adapted it in his own way and
spread it all over Hokkaido.
Key words：Chozo Tsukamoto，Oral Storytelling，Kimidango
（
一
五
）
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